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　いまだ新型コロナウィルス感染症の収束の兆しが見えない中、各地の老人クラブからは「活動を再開し
たよ」という声も少しずつ聞かれるようになってきました。
　外出や人と交流する機会が減ることで、心や身体の不調が心配されます。密閉・密集・密接の「三密」
を避け、感染防止に工夫を凝らしながら、少しずつクラブ活動を進めていきましょう。

ウィズコロナウィズコロナウィズコロナウィズコロナ
活動再開に向けて一歩踏み出しましょう！活動再開に向けて一歩踏み出しましょう！活動再開に向けて一歩踏み出しましょう！活動再開に向けて一歩踏み出しましょう！

全老連創立60周年記念会員章

お申込み・お問い合わせは所属の
市町老連または県老連まで

昭和37年（1962年）に創立された
全国老人クラブ連合会は、令和4年
（2022年）に創立60周年を迎えま
す。これを記念して「60周年記念会
員章」を作成しました。

全老連の機関誌、月刊「全
老連」には全国の老人クラ
ブの取り組みや活動事例な
ど様々な情報が掲載されて
います。毎月１回の発行で、
全老連のホームページで誰
でもみることができます。
是非ご覧いただき、みなさ
んのクラブ活動の参考に
お役立てください。

美浜町老連では、正・副会長4名と事務局の連絡調整の手段として、スマートフォンの
LINEグループトークを活用しています。長々とした相談事には不向きですが、一斉に
やり取りできるので、緊急連絡や日程調整などのちょっとした決め事には便利です。
たまたま全員がスマホユーザーであったため、コロナ自粛中の連絡手段として始めた
ことですが、効率的なので新しい活動のあり方として今も続けています。

みんなで読もう！
月刊「全老連」
みんなで読もう！
月刊「全老連」

全老連

便利です！
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　知事・会長あいさつ
　表彰一覧
　コロナに負けない！各地の活動状況
　仲間ふやそう！～会員増強への取り組み
　令和２年度市町別友愛募金配分状況
　お知らせ・老人クラブ傷害保険のご案内　

マイクは持たずに
歌います
マイクは持たずに
歌います
「カラオケ教室」
福井市 順化健康クラブ連合会

マイクは持たずに
歌います
マイクは持たずに
歌います
「カラオケ教室」
福井市 順化健康クラブ連合会

アクリル板を
設置して
アクリル板を
設置して
「指導者研修会」
永平寺町健康長寿クラブ連合会

広い会場で
間隔をあけて
広い会場で
間隔をあけて
「健康体操～ヨガ～」
美浜町老人クラブ連合会

記念会員章を胸に、老人クラブの
輪をさらに大きく広げましょう。

● 直径17ｍｍ　タック式
● 期間限定　2019年～2022年（４年間限定）
● １口　1,000円

（実物大）
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福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
の

み
な
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
健
や
か
に
新
春

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
「
感
染
拡
大
防
止
」
と
「
経
済
再
生
」

の
両
立
に
向
け
た
対
策
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
県
民
の
み
な

さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
県
民
一

丸
と
な
っ
て
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
七
月
に
は
延
べ
五
千
人
を
超
え
る
県
民
の
参
画
に
よ
り

「
福
井
県
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
と
と
も
に

つ
く
り
上
げ
た
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
道
し
る
べ
と
し
て
、 「『
安
心
の
ふ
く
い
』

を
未
来
に
つ
な
ぎ
、
も
っ
と
挑
戦
！
も
っ
と
お
も
し
ろ
く
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

「
誰
も
が
主
役
の
ふ
く
い
」
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
は
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
政
策
を
着
実
に
実
行
し
て

い
く
年
で
す
。

　

北
陸
新
幹
線
福
井
・
敦
賀
開
業
に
向
け
、
百
年
に
一
度
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
交
流
・
関
係
人
口
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
新
産
業
の
創
出

や
起
業
家
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
、
稼
げ
る
農
林
水
産
業
の
実
現

な
ど
に
よ
り
県
勢
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
引
き
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
「
生
活
」
「
産
業
」
「
行
政
」
の
各
分
野
に
お
い
て
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
積
極
的
に
推
進
し
、

地
域
課
題
の
解
決
や
新
た
な
価
値
創
造
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
一
の
出
会
い
・
子
育
て
応
援
や
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が

輝
く
教
育
、
多
様
な
人
材
の
活
躍
応
援
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
充
実
、

防
災
・
治
安
対
策
の
強
化
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
沿
っ
た
持
続
可

能
で
安
全
・
安
心
な
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
感
染
防
止
対
策
を

行
い
な
が
ら
地
域
交
流
や
健
康
づ
く
り
な
ど
活
動
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す

こ
と
に
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。
本
年
も
、
地
域
の
高
齢
者
の
先

導
役
と
な
っ
て
、
支
え
合
い
や
社
会
参
加
の
担
い
手
と
し
て
ご
活
躍
く

だ
さ
る
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
と
会
員
の
み
な
さ
ま
の
健
康
長
寿
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
本
会
の
事
業
推
進
に
多

大
な
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お

う
！
地
域
づ
く
り
を
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
「
健
康
」
「
友

愛
」
「
奉
仕
」
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

国
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
や
子
供
、
障
害
の
あ
る
人
々
な
ど
あ
ら
ゆ

る
住
民
が
、
意
欲
と
自
ら
の
能
力
に
応
じ
て
役
割
を
持
ち
、
相
互
に
支

え
合
い
な
が
ら
、
地
域
、
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
共
に
築
き
上
げ
て
い

く
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
法
改
正
の
も
と
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
こ
う
と
の
動
き
に
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
中
で
見
守
り
支
援
や
支
え
合
い
活

動
に
取
り
組
む
ほ
か
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
、
通
い
の
場
づ
く
り
な

ど
の
多
様
な
活
動
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
を
活
か
し
、
健

康
寿
命
の
延
伸
と
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
活
動
の
裾
野
を
広
げ
る
た

め
、
健
康
を
保
持
・
増
進
す
る
「
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
」
や
「
友
愛
活

動
」
を
基
盤
と
し
た
幅
広
い
生
活
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染

拡
大
と
い
う
災
禍
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
三
密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
状
態
を
避
け
、
新
し
い
生
活

様
式
を
取
り
入
れ
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
多
様
な
ク
ラ
ブ
活
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
な
か
、
地
域
に
お
け
る
老
人

ク
ラ
ブ
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
老
人
ク
ラ
ブ
の
組
織
強
化
と
活
性
化
の
た
め
、
新
規
ク
ラ
ブ
の

結
成
や
休
会
・
解
散
ク
ラ
ブ
の
防
止
な
ど
に
行
政
や
自
治
会
等
と
連
携

し
た
取
り
組
み
を
強
化
し
、
会
員
増
強
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

顧
　 

問
杉
本
　
達
治
（
福
井
県
知
事
）

会
　 

長
八
十
島
幸
雄
（
越
前
市
）

副
会
長
竹
中
　
　
弘
（
敦
賀
市
）

〃

和
田
　
高
枝
（
永
平
寺
町
）

〃

重
久
　
博
子
（
福
井
市
）

理
　 

事
板
谷
　
悌
三
（
福
井
市
）

〃

早
　
　
誠
紀
（
小
浜
市
）

〃

山
本
　
鐵
夫
（
大
野
市
）

〃

斎
藤
甚
三
郎
（
勝
山
市
）

〃

三
上
　
利
明
（
鯖
江
市
）

〃

淺
田
　
茂
吉
（
あ
わ
ら
市
）

〃

寺
嶋
　
康
至
（
坂
井
市
）

〃

内
藤
　
博
男
（
池
田
町
）

〃

野
﨑
　
道
男
（
南
越
前
町
）

〃

仲
保
　
國
勝
（
越
前
町
）

〃

馬
野
　
　
優
（
美
浜
町
）

〃

山
下
　
孝
之
（
高
浜
町
）

〃

森
内
　
正
美
（
お
お
い
町
）

〃

田
辺
　
長
生
（
若
狭
町
）

〃

北
　
　
慶
一
（
県
社
協
専
務
理
事
）

常
務
理
事
田
中
　
喜
吉
（
県
老
連
事
務
局
長
）

監
　
事
廣
部
　
重
紀
（
福
井
市
）

〃

髙
木
　
光
夫
（
敦
賀
市
）

評
議
員
西
川
　
征
男
（
福
井
市
）

〃

堂
前
　
存
守
（
小
浜
市
）

〃

福
田
　
富
夫
（
坂
井
市
）

〃

帰
山
美
智
栄
（
鯖
江
市
）

〃

山
本
　
正
男
（
越
前
市
）

〃

和
田
昭
十
四
（
永
平
寺
町
）

〃

海
本
　
誠
一
（
高
浜
町
）

〃

坂
野
上
幸
枝
（
坂
井
市
）

〃

簑
輪
　
克
宏
（
県
長
寿
福
祉
課
長
）

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　

八
十
島 

幸
雄

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
福
井
県
知
事杉 

本
　
達 

治
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受章された皆様、おめでとうございます

板
　
谷
　
悌
　
三

赤
　
井
　
勇
　
夫

髙
　
木
　
光
　
夫

宮
　
脇
　
　
　
保

土
　
屋
　
順
　
信

藤
　
本
　
澄
　
子

神
　
尾
　
昌
　
夫

福
　
住
　
純
　
一

堤
　
　
　
　
　
甫

渡
　
辺
　
喜
代
子

飯
　
田
　
太
　
和

野
　
村
　
妙
　
子

後
　
藤
　
貞
　
子

柴
　
崎
　
静
　
雄

井
　
関
　
好
　
子

森
　
下
　
幸
　
一

西
　
川
　
征
　
男

原
　
　
　
智
津
榮

住
吉
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

順
化
健
康
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
敦
賀
市
）

（
小
浜
市
）

（
大
野
市
）

（
鯖
江
市
）

（
あ
わ
ら
市
）

（
越
前
市
）

（
坂
井
市
）

（
永
平
寺
町
）

（
池
田
町
）

（
南
越
前
町
）

（
越
前
町
）

（
美
浜
町
）

（
お
お
い
町
）

（
若
狭
町
）

（
県
老
連
評
議
員
）

（
元
美
浜
町
老
連
会
長
）

（
越
前
市
）

（
福
井
市
）

大
　
橋
　
清
　
和

杉
　
本
　
鍈
　
二

丹
　
羽
　
博
　
行

石
　
田
　
勝
　
信

水
　
上
　
道
　
子

築
　
田
　
民
　
子

名
　
和
　
美
　
告

角
　
田
　
　
　
勉

川
　
添
　
敏
　
元

藤
　
野
　
良
　
一

宮
　
本
　
敬
　
一

宮
　
西
　
ツ
タ
子

池
　
田
　
行
　
雄

田
　
島
　
与
志
一

石
　
本
　
昭
　
一

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
敦
賀
市
）

（
敦
賀
市
）

（
敦
賀
市
）

（
小
浜
市
）

（
大
野
市
）

（
大
野
市
）

（
勝
山
市
）

（
鯖
江
市
）

（
鯖
江
市
）

卯
　
目
　
春
　
夫

中
　
嶋
　
百
合
子

嵐
　
　
　
　
　
等

山
　
本
　
達
　
雄

村
　
上
　
和
　
子

宮
　
下
　
　
　
収

笹
　
本
　
重
　
雄

村
　
橋
　
清
　
徳

佐
々
木
　
久
　
雄

末
　
永
　
義
　
弘

藤
　
田
　
美
樹
男

寺
　
下
　
　
　
貢

杉
　
森
　
則
　
夫

西
　
野
　
千
　
信

今
　
川
　
善
　
雄

　

（
あ
わ
ら
市
）

（
あ
わ
ら
市
）

（
越
前
市
）

（
越
前
市
）

（
越
前
市
）

（
越
前
市
）

（
坂
井
市
）

（
坂
井
市
）

（
坂
井
市
）

（
永
平
寺
町
）

（
池
田
町
）

（
南
越
前
町
）

（
越
前
町
）

（
越
前
町
）

（
お
お
い
町
）

東
浦
老
人
ク
ラ
ブ
協
議
会

松
永
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

芝
原
元
気
ク
ラ
ブ

鹿
蒜
清
和
会

道
口
福
寿
会

（
敦
賀
市
）

（
小
浜
市
）

（
永
平
寺
町
）

（
南
越
前
町
）

（
越
前
町
）

●
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労
者
表
彰

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

令和２年度　福井県老人クラブ 育成功労者知事感謝状被贈呈者令和２年度　福井県老人クラブ 育成功労者知事感謝状被贈呈者 令和２年度 全国老人クラブ連合会会長表彰令和２年度 全国老人クラブ連合会会長表彰

令
和
２
年
度
　
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

会
長
表
彰

令
和
２
年
度
　
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

会
長
表
彰

大
野
長
生
会

松
岡
地
区
健
康
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
大
野
市
）

（
永
平
寺
町
）

●
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

令
和
２
年
度 

活
動
賞

令
和
２
年
度 

活
動
賞

会
員
増
強
運
動
表
彰

会
員
増
強
運
動
表
彰

二
面
温
泉
第
１
い
き
い
き
寿
会

新
郷
第
２
老
人
会

波
松
第
２
北
老
人
会

栄
高
年
ク
ラ
ブ

平
出
２
丁
目
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

王
子
保
第
３
ク
ラ
ブ

北
府
三
丁
目
夢
ク
ラ
ブ

日
の
出
ク
ラ
ブ

河
今
福
寿
会

道
口
福
寿
会

上
糸
生
福
寿
会

高
浜
第
４
ク
ラ
ブ

白
寿
会

（
あ
わ
ら
市
）

（
あ
わ
ら
市
）

（
あ
わ
ら
市
）

（
越
前
市
）

（
越
前
市
）

（
越
前
市
）

（
越
前
市
）

（
坂
井
市
）

（
南
越
前
町
）

（
越
前
町
）

（
越
前
町
）

（
高
浜
町
）

（
お
お
い
町
）

山
室
合
掌
会

東
藤
島
福
寿
会

山
泉
長
庚
会

曙
・
天
筒
町
白
寿
会

金
山
老
人
会

砂
流
老
人
ク
ラ
ブ

口
田
縄
千
歳
会

野
代
長
生
会

乾
側
地
区
長
寿
会
第
１
ク
ラ
ブ

大
野
長
生
会
第
５
ク
ラ
ブ

旭
町
第
１
旭
寿
会

野
向
町
中
央
老
人
ク
ラ
ブ

神
中
町
や
す
ら
ぎ
会

金
津
第
10
老
人
ク
ラ
ブ

●
５
〜
９
名
純
増
ク
ラ
ブ

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
敦
賀
市
）

（
敦
賀
市
）

（
敦
賀
市
）

（
敦
賀
市
）

（
小
浜
市
）

（
小
浜
市
）

（
大
野
市
）

（
大
野
市
）

（
勝
山
市
）

（
勝
山
市
）

（
鯖
江
市
）

（
あ
わ
ら
市
）

七
つ
星
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

高
浜
第
19
ク
ラ
ブ

高
浜
第
12
ク
ラ
ブ

（
坂
井
市
）

（
高
浜
町
）

（
高
浜
町
）

河
合
白
寿
会

下
新
庄
老
人
ク
ラ
ブ

磯
部
町
老
人
ク
ラ
ブ

杉
本
老
寿
会

●
10
名
以
上
純
増
ク
ラ
ブ

（
福
井
市
）

（
鯖
江
市
）

（
鯖
江
市
）

（
鯖
江
市
）

●
育
成
功
労
表
彰

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰
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11
月
６
日
、
鯖
江
市
総
合
体
育
館
に
お
い

て
市
老
連
ワ
ナ
ゲ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
60
名
、
例
年
は
５
ゲ
ー
ム
で
の

対
戦
で
す
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
時
間
短

縮
の
た
め
３
ゲ
ー
ム
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
感
染
症
対
策
と
し
て
次
の
こ
と
を
実
施

し
ま
し
た
。

●�

受
付
で
手
指
の
消
毒
、
検
温
、
マ
ス
ク
と

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
着
用
を
徹
底

　

�（
大
会
終
了
ま
で
、
マ
ス
ク
も
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
も
外
さ
な
い
よ
う
伝
達
）

●�

会
場
の
出
入
口
２
か
所
を
終
始
開
放
し
て

換
気

●�
ワ
ナ
ゲ
台
は
８
台
（
８
レ
ー
ン
）
と
し
、

台
と
台
の
間
を
２
メ
ー
ト
ル
あ
け
て
設
置

●��

各
レ
ー
ン
、
投
輪
ラ
イ
ン
を
基
準
に
そ
の

後
方
２
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
選
手
用
の
椅
子

を
人
数
分
設
置

●�

会
場
内
４
か
所
に
消
毒
液
を
設
置
し
、
投

輪
後
は
必
ず
手
指
を
消
毒

　

�

さ
ら
に
、
１
ゲ
ー
ム
終
了
ご
と
に
リ
ン
グ

（
輪
）
を
消
毒

　

選
手
用
の
椅
子
は
、「
密
」
に
な
ら
な
い

た
め
の
対
策
で
す
。
全
て
「
指
定
席
」
と
し
、

投
げ
終
わ
っ
た
後
は
自
分
の
席
で
待
っ
て
い

て
も
ら
う
よ
う
徹
底
し
ま
し
た
。
ま
た
、
開

会
式
も
表
彰
式
も
こ
の
体
制
で
行
い
ま
し

た
。

　

最
初
は
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
着
用
に
違
和

感
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
大
会
が
始
ま
る

と
何
の
そ
の
、
皆
さ
ん
し
っ
か
り
競
技
に
集

中
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
の
よ
う
に
声
援
も
歓
声
も
ハ

イ
タ
ッ
チ
も
な
く
静
か
な
大
会
と
な
り
ま
し

た
が
、「
大
会
が
中
止
に
な
ら
な
く
て
よ
か
っ

た
、
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
も
多
く
聞
か

れ
、
表
彰
式
で
は
ひ
と
き
わ
大
き
な
拍
手
で

勝
者
を
称
え
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
よ
り
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
」
を
立
ち
上
げ
、冬
場
を
除
く
毎
月
1
回
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

市
街
歴
史
コ
ー
ス
や
河
川
遊
歩
道
コ
ー
ス
、

季
節
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
芝
桜
コ
ー
ス
や

秋
の
牧
場
コ
ー
ス
な
ど
様
々
な
コ
ー
ス
を
企

画
し
、
ま
た
、
一
部
体
験
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

し
て
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
を
取
り
入

れ
、
歩
行
の
弱
い
方
で
も
参
加
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
今
回
コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
し

て
い
た
活
動
を
６
月
か
ら
再
開
し
、
次
の
よ

う
な
感
染
対
策
を
と
り
な
が
ら
大
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●�

当
日
受
付
時
に
参
加
者
の
検
温
、
手
指
の

消
毒

●
当
日
参
加
者
の
名
簿
管
理

●�

密
集
、密
接
を
避
け
る（
前
後
距
離
を
と
っ

て
歩
く
）

●�

マ
ス
ク
の
着
用
（
た
だ
し
、
歩
行
中
息
苦

し
い
場
合
は
外
し
て
可
）

　

地
区
の
公
民
館
の
館
報
を
通
し
て
広
く
仲

間
を
募
集
し
て
お
り
、
現
在
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ク
ラ
ブ
会
員
約
80
名
の
う
ち
12
名
が
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
以
外
の
方
で
す
。
例
年
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
中
の
会
話
や
休
憩
中
の
雑
談
で
親
睦

各
地
の
活
動
状
況

各
地
の
活
動
状
況

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
感
染
防
止
に
工
夫

を
凝
ら
し
な
が
ら
活
動
を
再
開
し
た
老
連
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
、
具
体
的
な
感
染
症

対
策
も
含
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
老
連
ワ
ナ
ゲ
大
会

鯖
江
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

大
野
市
大
野
長
生
会

投輪ごとに手指消毒マスクとフェイスシールド着用
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を
深
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
を
お
誘

い
し
て
い
ま
す
が
、
今
は
少
し
我
慢
し
て
お

し
ゃ
べ
り
を
控
え
め
に
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
「
家
か
ら
出
る
機
会
が
あ
っ

て
あ
り
が
た
い
」「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
」

と
好
評
で
、
11
月
15
日
に
は
、
今
話
題
の
一

乗
谷
朝
倉
遺
跡
ま
で
遠
征
し
、
参
加
者
23
名

爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

10
月
14
日
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
へ

の
感
染
防
止
対
策
を
学
ぶ
研
修
」
と
し
て
、

各
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
、
副
会
長
、
老
人
家

庭
相
談
員
を
対
象
に
、
日
帰
り
バ
ス
研
修
旅

行
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
単
な

る
観
光
目
的
で
は
な
く
、
一
日
の
行
程
を
通

し
て
バ
ス
中
や
目
的
地
の
施
設
内
で
の
感
染

防
止
対
策
を
実
際
に
体
験
し
て
学
ん
で
も
ら

う
こ
と
で
、
今
後
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。
参
加

者
は
42
名
、
バ
ス
2
台
に
分
乗
し
、
若
狭
町

の
年
縞
博
物
館
、
縄
文
博
物
館
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。
主
催
者
側
と
し
て
行
っ
た
感
染
症

対
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●�

バ
ス
乗
車
の
際
、
参
加
者
の
マ
ス
ク
着
用

の
確
認
、
検
温
、
手
指
の
消
毒

●�

バ
ス
は
、
感
染
防
止
と
感
染
発
生
時
の
対

応
の
た
め
全
て
「
指
定
席
」
と
し
、「
二

人
掛
け
に
一
人
」
の
配
置
と
す
る
（
定
員

数
の
50
％
）

●�

バ
ス
内
換
気
の
た
め
30
〜
40
分
お
き
に
休

憩
を
と
り
、
全
員
降
車
し
て
も
ら
う

●�

乗
車
中
も
極
力
会
話
を
控
え
る
よ
う
注
意

喚
起

　

バ
ス
車
中
で
は
、
お
し
ゃ
べ
り
防
止
や
手

持
ち
無
沙
汰
解
消
に
、
研
修
先
に
関
す
る
ク

イ
ズ
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、

参
加
者
に
は
、
研
修
中
の
注
意
事
項
と
万
が

一
気
に
な
る
症
状
が
出
た
場
合
の
連
絡
先
な

ど
を
記
載
し
た
資
料
を
配
布
し
、
次
の
こ
と

を
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
徹
底
し
ま
し
た
。

●�

バ
ス
に
乗
車
す
る
際
は
、
毎
回
必
ず
手
指

の
消
毒
を
行
う
こ
と

●�

バ
ス
内
や
室
内
で
は
常
時
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
こ
と
（
外
を
歩
く
場
合
、
人
と
の
距

離
を
2
メ
ー
ト
ル
保
て
ば
マ
ス
ク
を
外
し

て
可
）

●�

バ
ス
内
で
は
、
必
要
以
外
の
お
し
ゃ
べ
り

は
し
な
い
（
特
に
大
き
な
声
で
の
お
し
ゃ

べ
り
は
禁
止
）

●�

バ
ス
内
で
お
菓
子
な
ど
を
廻
し
て
配
る
こ

と
は
し
な
い

●�

研
修
先
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
感
染
防

止
対
策
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と

　

2
つ
の
会
館
を
見
学
し
た
あ
と
、
梅
の
里

会
館
や
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
山
頂
公
園
に
立

ち
寄
り
ま
し
た
が
、
土
産
物
を
買
う
場
合
は

「
密
集
」
を
さ
け
る
こ
と
、
ま
た
、
お
弁
当

を
食
べ
る
と
き
に
は
必
ず
横
並
び
に
座
っ
て

食
べ
る
こ
と
な
ど
、
随
時
対
策
ポ
イ
ン
ト
を

確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
内
容
上
少
し
窮
屈
な
研
修
と
な
り

ま
し
た
が
、
参
加
者
か
ら
は
「
一
日
体
験
し

て
参
考
に
な
っ
た
」「
具
体
的
な
感
染
症
対

策
が
わ
か
っ
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
活
か
し
た

い
」
と
い
う
意
見
も
多
数
い
た
だ
き
、「
コ

ロ
ナ
禍
で
も
活
動
に
消
極
的
に
な
ら
ず
、
こ

の
よ
う
に
対
策
を
講
じ
れ
ば
活
動
も
再
開
で

き
る
」
と
い
う
こ
と
を
お
知
ら
せ
で
き
た
実

り
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

感
染
防
止
対
策
を
学
ぶ

バ
ス
研
修
旅
行

坂
井
市
春
江
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
連
合
会

受付で体温チェック 距離をとってノルディックウォーク

館内では静かに見学

バス内ではクイズに挑戦
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仲間ふやそう！
～会員増強への取り組み～

～令和2年度「会員増強運動表彰」受章団体の活動から～

　結成以来、区の祭りや区が実施するクリーンキャンペーン等に参加協力するなど地域に密着した活
動を続けています。近年会員数は停滞しており、役員をはじめ会員各々が勧誘活動を試みましたが、
老人クラブだけで加入促進を図ってもなかなか難しく、会員も高齢化していく中で、「このままだと役
員の成り手がいなくなる」という危機感をいだきました。
　そこで、この危機を区の問題として取り上げてもらおうと区長に実情をお話ししたところ、親身に
相談にのっていただき、区の総会において「65 歳以上全員加入」が決議されました。
　対象者 85 名を老人クラブ役員が 1 件 1 件戸別訪問し、69 名が新たに加入されましたが、今回、
長期入院者や 90 歳以上で足腰が悪い等の理由で加入しなった方には、「元気になられたら一緒に
活動しましょう」等お声かけし、「休会届」を提出してもらいました。

高浜町 高浜第19クラブ

区長（自治会長）の協力を得て 50名 119名

　会には 70 代の会員が少なく、「若手会員を増やしたい」という思いから、70 代の未加入者を対象
に勧誘活動を展開。「若手は若手で」ということで、同世代の 70 代の会員が各々積極的に声かけを
行いました。「クラブに加入して一緒に楽しもう！」と呼び掛けた結果、新規加入者は若手を含め15
名となりました。

福井市 河合白寿会

同世代による勧誘 49名 59名

　会員の自主運営のもと、地域ふれあいサロンを年 6 回開催。さらに、グラウンドゴルフを週 3 回、
町考案の「つるかめ体操」教室やペタンク教室を週 1 回開催しており、いずれも地域の高齢者にも「気
軽に参加して」と積極的に声かけしています。
　また、隣接する単位クラブと合同で「歌う会」を結成。地区や町の文化祭等に毎年出演し、地域
住民との交流を深めています。このように地域に開かれた活動を展開することで新規加入者が増えま
した。

越前町 道口福寿会

「活動の見える化」で地域にＰＲ 77名 85名

※�今年度、会員増強運動表彰の受章団体は34団体（10名以上純増7団体、5～9名純増27団体）でした。

それぞれが工夫をしながら仲間づくりに取り組んでいます。今回ご紹介した事例はほんの一部ですが、

加入促進のキーワードとして聞こえてくる声は、役員や会員による地道な勧誘活動・クラブのＰＲ・
若手人材の発掘・町内会や自治会との連携がやはり多かったです。
　�「加入促進に近道はない」と言われています。自分たちのできるところから取り組みをすすめていきま

しょう。
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　昭和 48 年から始められた友愛募金運動も、新型コロナウィルス感染症の影響で従来の老人クラブ活動が
制限されている中、会員皆様の温かい心と会長様他関係の皆様のご理解、ご協力をいただき、令和２年度も
8,647,586 円と多くの浄財が寄せられました。厚くお礼申し上げます。
　お寄せいただきましたこの募金は、委員会にお諮りし、572 名の在宅療養している老友およびその介護にあた
るご家族へのお見舞い品や火災などの災害見舞金のほか、クラブ活動に必要な
助成費や地元市町老連が行う友愛活動事業費にあてさせていただいております。
　なお、老連独自のサロン活動の充実に、今年度も10％の還元を地元市町老
連に実施しました。コロナ禍の今、心や身体の健康を保つためにも、人との交流
はますます大切になります。「三密」を避ける等、感染には十分注意を払いなが
ら活動をすすめていただきますようよろしくお願いいたします。

令和2年度　市町別友愛募金配分状況
市町名 会員数 ( 人 ) 総　額

100％　( 円 )
県老連納入額
40％　( 円 )

市町活動費（還元金）
50％　( 円 )

ふれあい活動資金（還元金）
10％　( 円 )

1 福 井 市 7,256 905,570 362,228 452,785 90,557

2 敦 賀 市 4,341 682,625 273,050 341,312 68,263

3 小 浜 市 2,249 362,731 145,093 181,365 36,273

4 大 野 市 2,890 547,960 219,184 273,980 54,796

5 勝 山 市 1,373 261,512 104,605 130,756 26,151

6 鯖 江 市 2,957 553,450 221,380 276,725 55,345

7 あ わら市 2,967 474,360 189,744 237,180 47,436

8 越 前 市 6,440 1,195,940 478,376 597,970 119,594

9 坂 井 市 4,151 816,200 326,480 408,100 81,620

10 永 平寺町 1,773 357,450 142,980 178,725 35,745

11 池 田 町 429 100,140 40,056 50,070 10,014

12 南 越前町 1,682 326,500 130,600 163,250 32,650

13 越 前 町 3,191 589,488 235,795 294,744 58,949

14 美 浜 町 1,564 268,000 107,200 134,000 26,800

15 高 浜 町 2,339 449,370 179,748 224,685 44,937

16 お おい町 1,222 244,200 97,680 122,100 24,420

17 若 狭 町 2,702 512,090 204,836 256,045 51,209

計 49,526 8,647,586 3,459,035 4,323,792 864,759

友愛募金にご協力ありがとうございました友愛募金にご協力ありがとうございました

在宅療養高齢者・介護者の
御見舞品

塩分計、
（食事の塩分濃度を測る測定器）

バスタオル、
抗菌マスクケース

　高浜町老連では、女性活動推進事業として在宅療養高齢者・

介護者へのお見舞品づくりを行っています。５年目となる今

年は、各単位クラブの女性役員が集まり、「白いガーゼマスク」

をひとつひとつ心を込めて作りました。できあがったマスク

にはメッセージを添えて、県老連からのお見舞品とともに一

軒一軒老人家庭相談員がお届けしました。
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　いまだ新型コロナウィルス感染症の収束の兆しが見えない中、各地の老人クラブからは「活動を再開し
たよ」という声も少しずつ聞かれるようになってきました。
　外出や人と交流する機会が減ることで、心や身体の不調が心配されます。密閉・密集・密接の「三密」
を避け、感染防止に工夫を凝らしながら、少しずつクラブ活動を進めていきましょう。

ウィズコロナウィズコロナウィズコロナウィズコロナ
活動再開に向けて一歩踏み出しましょう！活動再開に向けて一歩踏み出しましょう！活動再開に向けて一歩踏み出しましょう！活動再開に向けて一歩踏み出しましょう！

全老連創立60周年記念会員章

お申込み・お問い合わせは所属の
市町老連または県老連まで

昭和37年（1962年）に創立された
全国老人クラブ連合会は、令和4年
（2022年）に創立60周年を迎えま
す。これを記念して「60周年記念会
員章」を作成しました。

全老連の機関誌、月刊「全
老連」には全国の老人クラ
ブの取り組みや活動事例な
ど様々な情報が掲載されて
います。毎月１回の発行で、
全老連のホームページで誰
でもみることができます。
是非ご覧いただき、みなさ
んのクラブ活動の参考に
お役立てください。

美浜町老連では、正・副会長4名と事務局の連絡調整の手段として、スマートフォンの
LINEグループトークを活用しています。長々とした相談事には不向きですが、一斉に
やり取りできるので、緊急連絡や日程調整などのちょっとした決め事には便利です。
たまたま全員がスマホユーザーであったため、コロナ自粛中の連絡手段として始めた
ことですが、効率的なので新しい活動のあり方として今も続けています。

みんなで読もう！
月刊「全老連」
みんなで読もう！
月刊「全老連」

全老連

便利です！
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　知事・会長あいさつ
　表彰一覧
　コロナに負けない！各地の活動状況
　仲間ふやそう！～会員増強への取り組み
　令和２年度市町別友愛募金配分状況
　お知らせ・老人クラブ傷害保険のご案内　

マイクは持たずに
歌います
マイクは持たずに
歌います
「カラオケ教室」
福井市 順化健康クラブ連合会

マイクは持たずに
歌います
マイクは持たずに
歌います
「カラオケ教室」
福井市 順化健康クラブ連合会

アクリル板を
設置して
アクリル板を
設置して
「指導者研修会」
永平寺町健康長寿クラブ連合会

広い会場で
間隔をあけて
広い会場で
間隔をあけて
「健康体操～ヨガ～」
美浜町老人クラブ連合会

記念会員章を胸に、老人クラブの
輪をさらに大きく広げましょう。

● 直径17ｍｍ　タック式
● 期間限定　2019年～2022年（４年間限定）
● １口　1,000円

（実物大）


